
Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

実車紹介

編成図

商品概要

付属品

オプション

対象年齢14歳以上

室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

シール

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●マイクロエース電車シリーズのさらなる充実
●A3687(2021年7月出荷)を基に、各標記をあらためたバリエーション製品
●運転室屋根上のベンチレーターが無い姿
●車番はJR西日本書体、所属表記は「広セキ」を帯と同じ青色で再現
●床下機器、台車は灰色で再現

　

マイクロカプラー　密連・灰
（F0002）

幅広室内灯
（G0001/G0002/G0003/G0004）

※部品共用のため、一部実車
　と異なる部分があります

編成図編成図
テールライト
前面表示器 点灯
ヘッドライト

動力車

2両用紙箱入（カートン入数：24）

A1884 105系0番代「懐かしの105系カラー」2両セット
予価：￥14,300（本体価格￥13,000）

2024年5月

 1981年、地方線区の近代化を目的として登場したのが105系です。車体は
201系を基準とし、貫通型前面・非冷房・片側3扉で2両編成が組成可能に
なっています。のちに103系から改造された4扉車が加わり両者が併結する姿も
見られました。その後冷房改造・ワンマン改造・体質改善工事の実施・地域色
への変更が行われました。2022年に下関所属の2両1編成に対して広島・山
口県で多く見られたアイボリー地に赤と青の帯の「懐かしの105系カラー」を復刻
しました。2024年現在も下関近郊の山陽本線・宇部線・小野田線で活躍して
います。
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JR西日本商品化許諾済


